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tomoyuki_ito
テキストボックス
（別紙）
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tomoyuki_ito
テキストボックス
計画内容の各数値が別途「要領の運用」第２の１の（７）に基づき提出することとされている費用対効果分析と整合性がとれていること

tomoyuki_ito
テキストボックス
上記の費用対効果の便益算定は妥当であること
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タイプライターテキスト
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tomoyuki_ito
テキストボックス
計画数量について、６の計画平面図との整合性がとれていること

tomoyuki_ito
テキストボックス
計画数量とその根拠となるデータ等の整合政がとれていること

tomoyuki_ito
テキストボックス
「要領の運用」第１の１の（１）のア～ウ、エ（道路及び橋に限る。）及びオ（護岸及び人工地盤に限る。）の施設の整備に当たっては、「要領の運用」別記様式第14号に即し、機能保全計画を作成すること
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tomoyuki_ito
テキストボックス
計画変更理由について、変更理由の適切さが確認できるよう、客観的データを示しながら具体的に記載すること
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タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト
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